
 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１０月１日  

京都市立藤城小学校 

℡ ６２１－５５８０ 

    野﨑 敦 

7月に実施した前期藤城アンケートの結果をまとめました。今年度も、児童・保護者・地域の皆様・教職員の4つの視点から、藤城

の子どもたちの実態を振り返り、良さや課題、そして 2学期に向けて目指したい姿について考えました。 

また今年度は、第 1 回学校運営協議会でいただいたご意見をもとに、アンケート項目を見直しました。さらに、今回の結果について

協議した 9月の学校運営協議会では、地域の皆様から地域の視点ならではの貴重なご意見を数多くいただくとともに、藤城小学校

への温かい期待や熱い思いを共有することができました。今後も、アンケート結果やいただいたご意見を学校教育活動に生かし、子

どもたちの健やかな成長につなげてまいります。 （※項目の赤字は昨年と変更した文言です。） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケート結果をもとに様々な立場で子どもたちとの関わり方を工夫していきたいと思います。今回の児童のアンケート結果をうけて、 

毎日の授業や授業以外での取り組みについても改善を行って、学校教育目標である『思いやりの心をもって、生き生きと活動する子』を

目指して教職員一同頑張っていきたいと思います。 



＜学校運営協議会での話し合い＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営協議会会長 松井順子様より 

運営協議会の総括 

首席社会教育主事 

谷知加子先生からのご講評 

顧問の目白大学名誉教授 原克彦先生と 

奈良教育大学教授 伊藤剛和先生の講義の

様子 

講義の様子 

＜グループ協議で出たご意見＞ 

・アンケート項目を読んで保護者がどのような言動をすることが大切なのかが分かることがよい。項目ごとに振りかえられる。 

・地域のアンケートの数が少ないので、もう少し広くアンケートをとり、分析できたらいいのではないか。また、アンケートの項目の主語

が児童について書いてあるが、それでは答えにくいので地域の方がどうしているかという見方で答えられるような項目にしてもよい

のではないか。 

・あいさつについては、大分返してくる子も増えたが、自分から進んであいさつをしてくれる児童は高学年になればなるほど減ってくる

傾向がある。 

・協働学習を学校がどのように進めているかはまだあまり理解できていないので、保護者の方にも学校も取組や意図をもっと説明する

必要がある。 

・読書においては、家で本を読んでいる姿を親が見せているかという項目で、今はスマホなどでニュースや本を読んでいる大人も多い

ので一概に紙媒体の本を読んでいることが理想の姿であるとは言えないのかなと思う。ただ、活字離れや本離れが進んでいる中で

大人がきちんと本を読むことが大切であることを子どもと一緒に共有していくことは大事だと思う。 

・ほとんどのご家庭で毎日朝ごはんを準備されていて子どもが朝ごはんを食べて学校に来ていることはいいことだと思う。朝ごはんを

食べる習慣はこれからも継続していただきたい。 

・子どもの将来の夢や情報過多による選択の難しさ、家庭での本の読み聞かせや環境づくりが難しいと思う。 

＜顧問の先生たちからのご意見＞ 

・次期学習指導要領を見据えた情報教育の動向について近年、AI の活用などが注目されており、これからの学校教育においても情

報を適切に活用する力を育てていくことが大切である。 

・便利な技術を活用しながらも、子どもたちには人と人との関わりの中で学び合い、自分で考え、伝え合う力を育んでいくことが重要で

あるという意見も出されました。AI時代だからこそ、主体性や共感力、対話を通して学ぶ力を大切にしていきたいという思う。 

・学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たしながら協力し、子どもたちの成長を支えていくことの大切さについてもお話がありまし

た。今後、小学校段階から情報教育がさらに充実していく中で、情報を適切に扱う力や、その特性を正しく理解する力を育てていくこ

とが求められる。 

 

顧問の先生方からは、アンケートの見直しや自己評価の取組が学校改善につながっているとの温かい評価をいただきました。 

地域・家庭・学校が連携しながら、子どもたちの主体性や共感力を育んでいけるよう、引き続き取り組んでまいります。 

 


